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85 松本周論文に対するコメント

松
本
周
「
一
九
四
五
年
以
後
の
北
東
ア
ジ
ア
と
教
会

　
　
　
　
　

――
日
本
国
憲
法
と
の
関
係
で
」
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

ア
ン
・
ギ
ョ
ソ
ン

1
．
感
謝

ま
ず
、
貴
重
な
論
文
を
拝
読
し
、
コ
メ
ン
ト
で
き
る
機
会
を
持
て
た
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
う
。

2
．
論
文
の
概
要
と
論
点

本
論
文
は
三
年
に
わ
た
っ
た
日
韓
教
会
史
に
関
す
る
連
続
研
究
の
一
環
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
現
代
史
を
扱
っ
て
い
る
。
筆
者

（
松
本
周
）
は
、
す
で
に
第
二
回
大
会
で
三
・
一
運
動
当
時
に
関
わ
る
論
文
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
筆
者
は
本
論
文
の
論
文
題
目
に
提

示
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
九
四
五
年
以
後
の
北
東
ア
ジ
ア
と
教
会
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
特
に
日
本
国
憲
法
と
の
関
係
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
。
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筆
者
は 

一
九
四
五
年
以
後
の
日
本
社
会
を
検
討
す
る
の
に
、
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
う
。
一
つ
は
平
和
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
で
あ
る
。
実
際
に
、
日
本
は
少
な
く
と
も
憲
法
上
で
は
平
和
の
社
会
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
は
、
明
治
維
新
以
後
、
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
社
会
と
し
て
存
在
し
て
き
た
と
言
え
る
。

筆
者
は
こ
ん
な
前
提
の
上
で
、
戦
後
日
本
社
会
で
マ
ル
ク
ス
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
が
注
目
さ
れ
た
事
実
を
指
摘
す
る
。
前
者
は
非
転
向
主

義
と
し
て
、
後
者
は
再
西
欧
化
の
一
環
と
し
て
言
及
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
引
き
続
き
日
本
国
憲
法
九
条
の
意
味
を
深
く
掘
り
下
げ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
以
後
に
続
い
た
冷
戦
時
代
に
お
い
て
日
本

の
平
和
主
義
の
歴
史
と
多
様
な
談
論
を
紹
介
す
る
。
一
つ
は
平
和
至
上
主
義
で
、
他
の
一
つ
は
そ
れ
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。
反
論
の
背
景

に
は
反
米
主
義
、
平
和
と
自
由
お
よ
び
民
主
主
義
の
関
係
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
一
方
、
大
韓
民
国
（
憲
法
）
五
条
の
意
味
に
も
言
及
し
て

い
る
。
筆
者
は
、
両
国
の
憲
法
前
文
に
リ
ベ
ラ
ル
民
主
主
義
の
価
値
を
共
有
す
る
共
通
性
が
現
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
リ
ベ
ラ
ル
民
主
主
義

の
根
源
を
一
七
世
紀
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
ま
で
遡
及
し
な
が
ら
、
そ
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
抵
抗
権
に
言
及
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
抵
抗
権

を
認
め
な
い
で
、
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
の
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
国
内
的
状
況
に
も
国
際
的
状
況
に
も
適
用
さ
れ

る
と
い
う
。

筆
者
は
、
結
論
の
部
分
で
抵
抗
権
と
人
権
の
関
係
に
関
す
る
自
身
の
主
張
に
基
づ
い
て
、
平
和
主
義
は
決
し
て
単
純
な
絶
対
平
和
主
義
に

な
れ
な
い
と
言
う
。
筆
者
は
戦
後
、
朝
鮮
戦
争
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
な
ど
二
度
に
わ
た
っ
た
こ
の
上
な
く
大
き
な
戦
争
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
緊
張
が
あ
る
ア
ジ
ア
で
、
日
本
が
憲
法
九
条
を
守
り
な
が
ら
も
北
東
ア
ジ
ア
を
よ
り
平
和
的
な
関
係
と
す
る
方
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
と
問
う
。
筆
者
は
こ
の
質
問
が
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
（open question

）
と
言
い
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
な
代
案
を
提
示
す
る
。

す
な
わ
ち
、
民
力
の
向
上
と
、
よ
り
一
層
共
和
国
的
な
姿
を
現
す
方
向
と
し
て
の
憲
法
形
成
を
打
ち
出
す
。
そ
し
て
教
会
は
こ
う
い
う
過
程

で
神
の
国
を
指
向
し
て
歴
史
の
中
で
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
だ
と
主
張
す
る
。
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3
．
論
文
に
対
す
る
質
問

討
論
者
（
ア
ン
ギ
ョ
ソ
ン
）
は
、
本
論
文
が
短
い
分
量
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
間
の
歴
史
と
膨
大
な
政
治
的
主
題
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
韓
関
係
、
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ジ
ア
関
係
、
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
に
対
す
る
理
解
を
高
め
、
新
し
い
見

解
を
提
供
す
る
の
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
本
論
文
の
主
張
が
よ
り
一
層
鮮
明
に
な
っ
て
そ
の
意
義
を
さ
ら
に
高
め
る
た

め
に
、
討
論
者
の
義
務
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
質
問
を
し
よ
う
と
思
う
。

最
初
に
、
平
和
の
概
念
は
重
要
な
が
ら
も
膨
大
な
概
念
で
あ
る
が
、
日
本
の
脈
絡
で
果
た
し
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
訊
ね
た
い
。
た

と
え
ば
日
本
の
歴
史
の
中
で
平
和
は
多
様
な
姿
を
見
せ
て
き
た
。
先
に
、
筆
者
が
一
九
四
五
年
以
前
に
関
し
て
述
べ
た
論
文
で
具
体
的
な

言
及
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
は
一
九
四
五
年
帝
国
主
義
時
代
に
お
い
て
ロ
ー
マ
的
平
和
（Pax R

om
ana

）
に
該
当
す
る
日
本
的
平
和
（Pax 

Japonica

）
を
、
い
わ
ゆ
る
〝
大
東
亜
共
栄
圏
〞
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
通
じ
て
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
帝
国
主
義
的
平
和

は
日
本
に
は
平
和
だ
が
、
ア
ジ
ア
国
家
に
は
反
平
和
（en-shalom

）
で
あ
っ
た
。
次
に
、
一
九
四
五
年
以
後
に
は
日
本
が
平
和
憲
法
を
持

つ
憲
法
上
の
平
和
国
に
な
っ
た
が
、
そ
の
平
和
は
与
え
ら
れ
た
（given

）
あ
る
い
は
強
要
さ
れ
た
（enforced

）
平
和
の
性
格
が
大
き
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
平
和
の
内
面
化
（internalization

）
あ
る
い
は
受
け
入
れ
化
（appropriation

）
過
程
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し

て
、
は
た
し
て
、
そ
の
過
程
が
真
の
平
和
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
偽
り
の
平
和
に
な
っ
て
い
く
か
は
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
含
ん
だ
日
本
人

の
手
に
か
か
っ
て
い
る
。
筆
者
（
松
本
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
民
力
の
向
上
と
よ
り
一
層
共
和
国
的
な
姿
を
持
っ
た
憲
法
に
か
か
っ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
一
言
付
け
加
え
れ
ば
、
今
日
の
J
P
I
C
（Justice, Peace, and the Integration of C

reation

）
と
い
う
エ
キ
ュ
メ
ニ

カ
ル
神
学
の
主
題
の
よ
う
に
、
平
和
が
正
義
や
生
態
と
の
関
係
の
中
で
理
解
さ
れ
て
推
進
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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二
番
目
、
民
主
主
義
の
概
念
も
や
は
り
重
要
な
が
ら
も
膨
大
な
概
念
で
あ
る
が
、
日
本
の
脈
絡
で
果
た
し
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か

訊
ね
た
い
。
筆
者
は
先
ん
じ
た
論
文
で
一
九
四
五
年
以
前
の
民
主
主
義
は
民
本
主
義
に
近
い
と
言
っ
た
。
そ
し
て
筆
者
は
全
般
的
に
、
特

に
一
九
四
五
年
以
後
の
時
期
に
お
い
て
、
リ
ベ
ラ
ル
民
主
主
義
を
民
主
主
義
と
同
一
視
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
韓
関
係
、
あ
る

い
は
ア
ジ
ア
全
体
を
見
れ
ば
、
ま
た
他
の
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
韓
国
は
解
放
と
共
に
分
断
さ
れ
た
た
め
、
単
純
に
国
家
の
再
建

（reconstruction of a nation

）
で
な
く
、
あ
る
種
の
国
家
の
再
建
（w

hat kind of nation

）
と
い
う
問
題
に
直
面
し
た
。
韓
国
は
民
主
主

義
の
性
格
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
人
民
民
主
主
義
と
自
由
民
主
主
義
と
の
対
立
的
な
国
家
が
で
き
、
自
由
民
主
主
義
を
維

持
す
る
た
め
に
戦
争
と
い
う
犠
牲
ま
で
払
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
韓
国
の
運
命
は
日
本
帝
国
主
義
と
い
う
過
去
の
遺
産
と
深
い
関
連

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
民
主
主
義
は
日
本
自
体
だ
け
で
な
く
、
隣
国
、
ア
ジ
ア
、
進
ん
で
世
界
の
運
命
と
密
接
だ
と
い
う
点
が
浮

び
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
万
一
、
日
本
帝
国
主
義
時
代
の
民
主
主
義
が
、
民
本
主
義
で
な
い
よ
り
一
層
真
の
民
主
主
義
に

変
わ
っ
て
い
け
た
な
ら
、
日
本
と
ア
ジ
ア
国
家
の
歴
史
は
全
く
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
運
命
共
同
体
的
状
況
は
今
日
も
同
じ
だ
と

い
う
点
が
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

三
番
目
、
筆
者
は
抵
抗
権
と
人
権
の
関
係
が
国
内
だ
け
で
な
く
国
際
的
に
も
適
用
さ
れ
る
と
言
っ
た
。
そ
し
て
国
際
関
係
で
絶
対
平
和
主

義
は
難
し
い
と
言
う
。
そ
れ
な
ら
、
抵
抗
と
戦
争
の
関
係
は
何
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
国
際
的
な
関
係
で
戦
争
な
し
で
抵
抗
す
る
方

法
は
何
だ
ろ
う
か
。 

四
番
目
、
最
後
の
質
問
で
あ
る
。
日
本
の
平
和
と
民
主
主
義
の
発
展
過
程
で
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
が
持
つ
特
異
性
と
長
所
は
何
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
日
本
の
平
和
と
民
主
主
義
の
発
展
の
た
め
に
、
ま
た
、
韓
国
の
平
和
と
民
主
主
義
の
発
展
の
た
め
に
、
両
国
の
キ
リ
ス
ト
教
が

そ
れ
ぞ
れ
、
そ
し
て
共
に
寄
与
で
き
る
方
策
と
分
野
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
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4
．
結
び

上
で
言
及
し
た
質
問
以
外
に
も
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
学
び
た
い
こ
と
は
多
い
。
そ
れ
は
本
論
文
が
そ
れ
だ
け
多
く
の
情
報
と
教
訓
を
与

え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
貴
重
な
論
文
に
も
う
一
度
感
謝
申
し
上
げ
て
、
以
上
で
コ
メ
ン
ト
を
終
え
た
い
。 


